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論文内容要旨
 全長22-31.5㎜の8期のカサγシヨゥゥォ幼生及び変態後αン」、成体並びに産回β期り成体について動静脈に
 異なる色剤を注入し・,折半した後半身と後肢を透明標本として後肢の血管系の発生を検索した。
 1)第1-3期の幼生の後肢原基は円錐形で20-21叉は21-22分節の高さにある。総腸骨
 動脈は20-21又は21-22分節間で大動脈に起こ喬後肢原基と後肢帯原基の間で1-2分節
 前の浅叉は深分節静脈と二重のワナを作り,大皮静脈叉は後主静脈に注ぐ。こ溜こより後肢原婁ま少な
 くとも3分節にわたって材料の供給を受けたものと想像できる。二重のワナは所謂PleXusmedla-
 hsdorsalisとPlexusbasialisd・rsalis及びventr・1ateralisに相
 当する。之等の動脈と静脈はそれぞれ島を含み又は2-3条の幹に分れ,不規則な走行を示すが,
 後に1条の幹となる。Plex・sbas量alisve・trolateral箆からは後肢の軸動脈が
 起こり原基腹側縁に沿って尖端に向力斗・テ二重のワナを作って腓側縁静脈となり原基の背側縁を
 P玉exus.basialisdorsalisに向かって戻り,軸動脈の上を越えてより前方に向かうg軸
 動脈は始めは原基の軸後にあり,腓側縁静脈が軸前にあったことを示し,原基の回旋によりそれぞ
 れ腹側及び背側縁に移動したことを示ち回旋は前肢と全く同じ方向に起こる。比較的初期に尖端の
 ワナから原基中央外面を走る中心静脈の原基が現われる。
 2)次の第4-5期に後肢原基は罹状となり,扁平となった原基の始め軸前であった背側縁は将
 来の腓側線,軸後となり,軸後から由釆する腹側縁は脛側縁,軸前となる。原基の少なくとも狭窄さ
 れた部分より以遠では原基の内容の転換が起こり,軸前からの内容は外面を越えて腹側縁に,軸後か
 らの内容は内面を越えて背側縁に移る。この時動静脈はそのま工原位置にとどまる。内容の転換と同
 時により前方の材料が新たに軸前に来た腹側縁に加わり,こxに尖端から新たに脛側縁静脈が現わ
 れる。かくして原基は有羊膜類の四肢原基と同じ形となる。,したがって両棲類の腕よ始め魚類の如く
 一列型を示すが,のち有羊膜類の如く二列型となるとしなければならない。この時期に既に軸動脈
 と脛側縁静脈の間に脛側膝関節動脈の原基を認め,尖端の浅深ワナを後の貫通枝.と足底枝の原基
 と推定しうる形を認める。
 3)次の第6-7時期には後肢原基にStyI。p。dium,Zeug・po“um,及びAut・p・diu皿
 ・の区別を認め,扁平化したAutop・diumには足背と足底の区別,Basip・dium,Met'apo-
 dium及びAcrOp。diumの区分も次第に明らかとなり,第1-3指も明らかとなる。軸動脈は総腸
 骨動脈,坐骨動脈,脛骨動脈,内側脛骨動脈および足根枝に区別され,第1-2指基底間に向かって走
 り・後肢の軸の方向を明示する。軸動脈と腓側および脛側縁静脈並びに中心静脈との間には次の動脈の
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 現われる部分に吻合ができる。脛側膝関節動脈・腓側膝関節動脈(次期に出現)・上貫通枝・下貫
 通枝等の現われる部分がこれである。これらの部分で動脈が静脈に沿い,叉静脈が動脈に沿いg次
 々 に遠位偵蜘ま近位側臨吻合を作って延びていく。これは全く新しい発見で動静脈の形成を一体として
 観察レなかった先人が見落していた点である。脛側線静脈に沿い上下に脛側膝関節動脈は吻合を作
 りながら延びて大腿動脈との吻合枝と伏在動脈を作り,脛側線静脈は同時に膝部で2分し,その遠
 側半は脛側膝関節動脈に沿って腓側縁静脈に注ぐ新径路を作る。上貫通枝は始めは中心静脈に注
 ぐ短い吻合枝であるが,静脈に沿って次々に吻合を作って遠位側に延び前脛骨動脈となり、中心静脈
 は上貫通枝に沿う新径路を以って腓側縁静脈に注ぎ,下腿深静脈となる。この時期の外側脛骨動脈
 は第1-2指基底間で内側脛骨動脈と吻合する弱い動脈である。足根枝は足底から指に分布するが,
 この時期の終りに下貫通枝が現われ,急速に発達し各指に背側から分布するようになるが,まだ足
 底のものに劣る。
 4)第8時期には膝屈曲が出現,第4指が明らとなる。腓側膝関節動脈が現われ,腓側縁静脈に沿
 い胆滑動脈(人のそれと異る)が第5指への足根枝の方からと同時に形成される。足根枝の枝は外
 側脛骨動脈に奪われg第1-2指基底間に向う小枝となる。之等の足底の枝はしかし。下貫通枝に
 起こる足背の枝に比し著しく弱ノ貿ヒする。脛側縁静脈は近位の外側大腿静脈と遠位の脛側浅静脈に分
 たれ,中心静脈は近位側の大腿内側を走り内側大腿静脈に注ぐ小静脈と,遠位側の下腿深静脈に分たれ
 る。脛測浅静脈と下腿深静脈は共に膝部で内側大腿静脈に注ぐ。腓側縁静脈は遠位側では腓側浅静脈
 となり,近位側で上記静脈と合流,内側大腿静脈を生じg坐骨動脈の近くを走り総腸骨静脈に注ぐ。
 5)上述』したところがら両棲類後肢の動脈を人のそれ～比較し・又両棲類前肢のそれと比較すれぽ次の
 如く結論される。両棲類と人では,総腸骨動脈:総腸骨動脈,後腹壁動脈:外腸骨動脈,大腿動脈
 (内側枝):大腿動脈,大腿深動脈:下殿動脈,大腿動脈(外側枝):坐骨神経伴行動脈,脛側膝
 関節動脈:内側上膝動脈,上行枝:下行膝動脈,下行枝(伏在動脈):伏在枝,腓側膝関節動脈:
 外側上膝動脈,腓骨動脈:(浅腓骨動脈う),脛骨動脈(膝窩動脈):膝窩動脈(深),外側脛骨
 動脈:後脛骨動脈,上貫通枝(前脛骨動脈):前脛骨動脈,内側脛骨動脈(骨間動脈):骨間動脈
 (深腓骨動脈),下貫通枝:腓骨動脈貫通枝。両棲類後枝と前肢では,総腸骨動脈:鎖骨下動脈,
 後腹壁動脈:前腹壁動脈・大腿動脈(内側枝):上腕肩甲回旋動脈,大腿深裂脈:烏口上動脈,坐骨動脈:上腕
 動脈,大腿動脈(外側枝):(浅上腕動脈),脛側膝関節動脈:橈骨動脈(橈側側副動脈),腓側
 膝関節動脈:尺骨動脈(尺側側副動脈),外側脛骨動脈:正中動脈,内偵脛骨動脈(骨間動脈):
 前骨聞動脈,上貫通枝(前脛骨動脈):後骨間動脈,下貫鍾枝:前骨間動脈貫通枝⊃
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 審査結果の要旨
 四肢の血管の発生は古くは動脈の破格がどうしてできるかという問題との関連で取り上げられた
 が,今日ではほとんど顧みる者がない。そもそも血管の発生は,特に後期のそれは連続切片で追求
 できないので技術的に行きづまっていた。注入による研究も相当古くから行なわれていたが,注入
 された材料の取扱いが面倒なので進展を見ずに終った。小野里は動静脈に異なる色剤の注入された
 ブチサンショウウオを使ってその後肢の血管系の発生を研究し,かつて浦が行なった前肢のそれと
 を比較検討し,その所見を詳しく記述した。その成績中次の諸点は大いに注目すべきものである。
 動静脈を一連の循環路として研究した結果,動脈のあるものは既存の静脈に沿いつぎつぎにこれと
 の吻合を遠近両側に作って延び,後に静脈との関係を失って静脈に沿う動脈路が独立する。同様に
 動脈に沿い静脈が発生することもある。すなわちブチサンショウウオ後肢では伏在動脈は脛側膝関
 節動脈と脛側縁静脈との吻合が後者に沿ってつぎつきと新たな吻合を作ることによって形成され,
 前脛骨動脈は中心静脈に沿い上貫通動脈から同様にして形成され,また腓骨動脈(人の同名動脈と
 同じではない)も腓側膝関節動脈が腓側縁静脈に沿い逐次新たな吻合を作ることによって形成され
 ることなどである。このような態度から見てこれらがいずれも前肢の橈骨動脈,後骨間動脈および
 尺骨動脈の形成の場合と一致するので,これらの動脈を互いに比較しうるとした。この結果は独自
 のもので,このような研究を更に後期にまで推し進めて行くと,一見それぞれ独自の発生を行なう
 かに見える前肢と後肢の比較において画期的な考察を行ないうる基礎を示したものである。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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